
今月のねらい 
ぶどうぐみ 

◇気候の良い日は戸外で体を十分に動かして遊ぶ。 

◇言葉や仕草からの要求を受け止めてもらい、言葉 

のやりとりや触れ合い遊びを楽しむ。 
 
はとぐみ 

◇様々な遊びを通して、友だちと一緒に遊ぶことを 

楽しむ。 

◇冬の自然に触れ、戸外遊びや散策を楽しむ。 
 
ひつじぐみ 

◇自分の思いを伝えたり、相手の気持ちに気づいた 

りする。 

◇友だちと一緒に遊ぶ楽しさを感じながら、順番を 

守ることやルールについて知る。 
 
ゆりぐみ 

◇身の回りのことを自分でしようとするなかで、冬

の生活の仕方を知る。 

◇戸外で友だちと一緒に体を動かしたり、ルールの 

ある遊びを楽しむ。 
 
ばらぐみ 

◇ルールのある遊びを通して、友だちと関わること 

を楽しむ。 

◇生活の中で必要なことや季節の変化などに気付き

健康に過ごす。 
 
ほしぐみ 

◇寒さに負けず、戸外で体を動かすことを楽しむ。 

◇クリスマスの意味を知り、年末年始の行事に親し

む。 

今月の行事 
 

６日(土)  クリスマス礼拝：ばら・ほしぐみ 
１２日(金)  クリスマスコンサート 

クラス懇談会・音楽会：ほしぐみ 
１９日(金)  クラス懇談会・発表会：ゆりぐみ 
２３日(火)  クリスマス会・誕生会 
２４日(水)  ２学期終業式 
２５日(木)～ １月７日(水) 冬期保育 
２７日(土)  家庭保育奨励日：保育は１３時まで 
２９日(月)～ １月３日(土) 冬休み  

 今月の聖句 

わくわくするね 
よろこびいっぱい ／ 知らせよう 

 
「その名はインマヌエルと呼ばれる。」この名は、 

「神は我々と共におられる」という意味である。 

マタイによる福音書１章２３節    

法人の理念 

キリスト教の愛の精神に立って、福祉サービス
を必要とするすべての人に仕え、日常を支援し
常に人々の人権を護り、その人格の尊厳を尊重
する。 

１２月の園だより 
2025 年度 久宝まぶねこども園 

℡072-992-2033 

はとぐみ・ひつじぐみの発表会や、ひつじぐみ・ばらぐみの遠足などの行事を

終え、ゆりぐみでは発表会に向けて、ばらぐみ・ほしぐみはクリスマス礼拝に向

けての取り組みが盛んになり、子どもたちもクリスマスを心待ちにしています。 

これから迎えるアドベント（主の降誕を待ち望む期間）は、保育室や園内に製

作した装飾や、子どもたちと一緒に、イエス様の降誕に向けての準備や祈りの時

を過ごしたいと思います。 

益々寒さは厳しくなり、報道でもあるように、園内でもインフルエンザの感染

報告が増えています。体調には十分に気を付け、うがいや手洗いなどで感染症の

予防に努め、クリスマスや年末年始を元気に過ごしてほしいです。 

家庭連絡  
◆園児や家族の方が感染症（インフルエンザ・コ

ロナウイルス・アデノウイルス・胃腸炎など）

に感染された時は報告をお願いします。 

◆園で使用する防寒着は、子どもたちの安全確保

の意味を含め、フードや紐がない物をご用意く

ださい。必ず本人の名前を分かるところに記入

してください。 

◆登園は９時 30 分までにお願いします。 

９時 30 分の時点で確認できている出席人数と

遅刻等のご連絡をくださった人数で給食人数を

報告する関係上、欠席や遅刻の連絡は必ず９時

15 分までにご連絡ください。 

◆平日お仕事がお休みの時に登園される場合は、

９時から 17 時の間でご利用ください。その際

は、乳児クラスは連絡ノートに、幼児クラスは

元気カードにその旨を記入し、緊急連絡先の優

先順位をご記入いただくか、コドモンに連絡事

項でお知らせください。また、予定よりお仕事

が早く終わられた場合なども、お迎えの時間を

早めてくださるよう、ご協力をお願いします。 

◆保育短時間認定のお子様は、登降園の打刻を９

時から 17 時までの間にお願いします。 

◆汚れものを入れて持ち帰る袋は、必ず３枚以上

ロッカーや通園鞄にご用意ください。 

 嘔吐やおもらしがあった場合は、汚れた衣類な

どは水洗いをせず、ビニール袋を２重にして持

ち帰りますので、少し多めにご用意ください。 

苦情解決委員会 

苦情受付担当者：島内久美子・吉髙知恵子 

苦情解決責任者：五十嵐宏枝 

第三者委員  ：畑 健次郎・花岡 尚樹 

        酒井 咲子 

 夜、子どもたちを寝かしつけようとして、気付いたら大人も一緒に寝てしまって
いたという経験がどなたでもおありではないでしょうか。子どもだけで寝入って
くれたら楽なのに、なかなか大人の思い通りにはなりません。一人ぼっちは寂しい
し、暗い部屋は何だか怖くて、「一緒にいて」とせがまれることも多いのではない
かと思います。とはいえ、一人だと心細いのは、何も子どもだけに限らないのでは
ないでしょうか。初めての場所や初めての経験、先行きの見通しが立たない時な
ど、大人だって不安を感じる時は少なくありません。ですが、そんな時にもしも隣
に一緒にいてくれる人がいれば、不安な気持ちも和らいで、勇気が湧いてくるので
はないでしょうか。 
 クリスマスにイエス・キリストは、最も小さくて弱い赤ちゃんの姿で生まれまし
た。それは誰もが笑顔になって歩みよることができるためでもあり、また神様自身
が私たちの間に一緒にいて下さるためでもありました。イエス様はその言葉と行
動を通して、出会った人々に「あなたは一人じゃない、私が一緒にいる」と伝え続
けられた「私たちと共におられる神」でした。年の瀬を迎える季節、神様から多く
の恵みを頂いて来たことを振り返りながら、私たちもまたクリスマスの喜びを、共
におられる方々と分かち合っていくことができますように。どんな所にいても神
様が共におられます。                （チャプレン・牛田匡） 

今月のうた 
 

♪ ハッピー バースデー 

トゥー ユー（讃美歌） 

♪ ヤッターサンタがやってくる  


